
 

全校朝礼の話をちょっと広げて・・・ 

校長    小澤 託  

 子どもに見せたくないアニメランキングの上位に常にランクインしている番組と言えば、誰しも想像がつく

のではないでしょうか。“クレヨン○×”今や国民的アニメとして人気はあるものの、保護者の中には賛否両

論あるようです。私自身は一度も見たことはないのですが、そのアニメの主人公の父・ひろしが、ある場面で

子どもに向かってこんなことを言ったそうです。 

 

努力することは、トイレ*することと同じだ！！  

（*言葉を変えております。ご理解ください。） 

１ 踏ん張ること  ２ 毎日すること  

３ 水に流すこと  ４ その姿は決して見せないこと 
 

 思わず、なるほど～と思ってしまいました。 

先日の朝礼で、私は生徒にエベレストへの登頂を例に、「意志あるところに道はできる」ことの話をしまし

た。その続きにもなりますが、自らの志を立てたなら、その実現に向かって努力をしないと達成することはでき

ません。もちろん、その達成のためには、“運”や“生まれ持ったセンス”、“環境”も関わってくるかもしれませ

ん。しかし、私は最も大切になるのは、実現に向けてするであろう「努力」だと思います。上記のような言葉、

聞こえはよくない言葉かもしれませんが、何となく心に残り、共感できる言葉だと思います。 

 

 ３年生の皆さん、２学期末の考査も終わり、いよいよ受験期に突入します。 

まさに、ここからが正念場です。体調管理に気をつけながら、学年全員で努力していこう。みんなで努力し、

全員でここを乗り越え、良い顔で卒業できるように！！ 健闘を祈る！！ 

 １・２年生の皆さん、考査が終わってホッとしているかもしれませんが・・・。答案が返却されたら、考査の結

果を受けとめ、今一度自分がやるべきことを整理整頓していこう。そして、近い将来どんな２年生・３年生にな

っていたいのか、遠い将来どんな自分でいたいのか、を想像しよう。自ずとこれからやるべきことが見えてく

るはずです。自分なりに考えてみよう！！ 

  

 

 蛇足ですが、１１月１９日（水）は世界トイレの日だったそうです。 

安全で清潔、すぐに水に流せるトイレに慣れている私たちですが、世界に目を向けると世界の

人口の約４割にあたる３４億人は、安全で衛生的に処理できるトイレを使えないのだそうです。 

 

 水を使わず、おがくずなどで分解するバイオトイレや少ない水で流せて簡単に弁が閉まる構

造のトイレなど日本の技術を生かしたトイレが開発されています。でも、トイレで苦しんでいる人は、世の中に

はまだまだたくさんいるのです。 

 

世界中の人々に、安全で清潔なトイレを広め、人の役に立ちたい…そんな夢をもって努力を始めるのも

“あり”だと思います！！ 
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１ 素直で明るい、心豊かな生徒を育てる 

２ 自ら進んで、よく学びよく働く生徒を育てる 

３ 責任を重んじ、正義と規律を尊ぶ生徒を育てる 

 



～チャレンジ・ザ・ドリーム（職場体験）～ 

 

10 月 27 日から 31 日まで 5日間。本校第 2 学年の生徒たちが

区内の様々な事業所や企業等で職場体験をさせていただきました。

日常の業務に加えて、中学生の職場体験を受け入れ、ご指導いただ

いたことに心から感謝いたします。 

2年生の保護者の皆様におかれましても、普段とは違う環境の中にお子様を送り出す心配や不安

があったことと思います。その中で生徒を支え、励ましていただいたおかげで無事に職場体験を終

えられたと思っております。ありがとうございました。 

 

この職場体験で、生徒たちは普段の学校生活では得られない体験や職場で働く皆様からお話を聞

くことができたと思います。学校という限られた空間からまさに開かれた社会の中で働くことで、

日々の学校生活では得られない何を感じたり、思ったりすることがあったはずです。それが大きな

学びであり、将来に生きてくるのだと思います。 

 

2年生の生徒の皆さんには、お世話になった方々への感謝を忘れず、この経験を大切にしてほし

いと思います。同時に、今回お世話になった様々な職場の皆さんと同じように働いている保護者の

おかげで学校に来られていることにも気が付いてほしいと思います。 

 

この場を借りて、今回のお世話になった事業所の皆様からお寄せいただいた感想をいくつか紹介

します。 

 

・作業がとても早く、かつ丁寧で、大変助かりました。A君と B君が整理整頓した場所はとてもき

れいになっていて、店側はもっといてほしいくらいでした。 

 

・今年も生徒さんが一生懸命お手伝いをしている姿を見て、職員一同、改めて「働く」ということ

を考えるきっかけになりました。少しずつ笑顔になっていく生徒さんをみて、うれしく思いました。 

 

・保育士の動きを見たり、話を聞いて、子供たちのお世話をよくしてくれていました。仕事に向か

う姿勢もよかったです。 

 

・２人とも返事や挨拶がしっかりしていて、よく頑張ってくれていました。楽しんで活動している

印象があり、こちらも教えがいがありました。 

 

・この度は貴重な体験をありがとうございました。それぞれ得意なこと、苦手なことがあったと思

いますが、お互いに協力しながら取り組んでくれました。職場体験で仕事をするのが楽しかったと、

これから社会に出るときに自分には何ができるだろうかと考えるきっかけになってくれれば幸い

です。 

 

【体調管理に努めましょう】 

インフルエンザや風邪の症状で欠席をする生徒が増えてきました。連休明けで、

先週よりも欠席の生徒は減りましたが、まだまだ注意が必要な時期です。基本的な

予防策は、うがい、手洗い、換気です！緑茶でうがいをするといい、ビタミンを摂

れるみかんがいい、など様々な効果的方法が紹介されておりますが、日々のうが

い、手洗い、換気を心がけ、健康的な生活（栄養のあるものをよく食べ・暖かくして

よく寝て・ストレスをため込まない）を送るのが一番良いのかもしれません。 

記憶に新しい新型コロナウイルスが流行し始めの時は、インフルエンザがまった

くといっていいほど流行しなかった記憶があります。人の動きが制限された上に、

うがい・手洗い・換気を全ての人が徹底していたから、と言う方もおります。 

                 12月もすぐそこ…。兎にも角にも、できることをやっていきましょう！！ 


